
養 

田 

全 

康　

議
員

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

養
田　

ふ
る
さ
と
納
税
の
市
別
納
税
額

で
五
條
市
は
県
内
最
下
位
で
激
減
し
て

い
る
が
、
全
国
的
に
は
増
加
傾
向
に
あ

る
。
今
後
、
広
報
活
動
や
納
税
推
進
の

取
組
を
ど
う
す
る
の
か
。
農
作
物
や
特

産
品
、
体
験
型
の
カ
ヌ
ー
、
ラ
フ
テ
ィ

ン
グ
、
吉
野
川
祭
り
の
升
席
や
食
肉
加

工
施
設
が
で
き
る
の
で
イ
ノ
シ
シ
や
鹿

な
ど
も
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
長
公
室
長　

五
條
市
を
知
っ
て
い
た

だ
く
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
い
ろ
い
ろ
な

特
産
物
、
体
験
型
や
五
條
市
に
来
訪
い

た
だ
け
る
よ
う
な
取
組
を
考
え
来
年
度

か
ら
導
入
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

防
災
・
減
災
に
つ
い
て

①
災
害
時
に
お
け
る
市
の
体
制
に
つ
い
て

養
田　

台
風
11
号
が
接
近
し
三
重
県
に

特
別
警
報
が
出
る
中
、
会
派
議
員
３
名

で
市
役
所
庁
舎
に
泊
ま
り
込
み
、
出
先

機
関
を
巡
回
し
改
善
点
が
見
え
て
き
た

が
、
ど
の
よ
う
な
体
制
で
臨
ん
だ
の
か
。

危
機
管
理
監　

３
号
動
員
で
全
職
員
が

対
応
し
初
動
体
制
か
ら
災
害
対
策
本
部

設
置
ま
で
に
、
５
回
の
災
害
警
戒
体
制

部
長
会
を
開
催
し
た
。

養
田　

３
号
動
員
が
発
動
さ
れ
、
深
夜

１
時
〜
３
時
に
出
先
機
関
を
回
る
中
、

女
性
１
人
で
待
機
し
て
い
た
り
全
員
睡

眠
中
で
対
応
が
甘
い
部
署
、
情
報
が
早

期
に
入
ら
な
い
部
署
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

い
ざ
と
言
う
時
に
役
に
立
た
な
い
よ
う

な
こ
と
で
は
い
け
な
い
！
し
っ
か
り
と

改
善
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

②
消
防
団
と
の
連
携
に
つ
い
て　

養
田　

消
防
団
員
が
巡
回
や
避
難
勧
告

発
令
地
域
で
活
動
し
、
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
が
、
連
携
や
備
品
等
は
適
正
に

配
備
さ
れ
て
い
る
か
。
車
両
も
旧
車
両

を
新
し
く
す
る
計
画
は
あ
る
か
。
ま
た
、

消
防
団
格
納
庫
は
現
在
何
箇
所
あ
り
古

い
建
物
は
築
何
年
位
経
っ
て
い
る
か
。

危
機
管
理
監　

消
防
団
長
に
災
害
対
策

本
部
会
議
に
出
席
い
た
だ
き
連
携
を
図

っ
た
。
格
納
庫
は
57
箇
所
、
一
番
古
い

建
物
で
築
93
年
。
車
両
は
消
防
団
と
調

整
し
入
替
を
検
討
す
る
。

子
供
た
ち
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

養
田　

市
内
で
不
審
者
情
報
が
あ
る
中

で
情
報
提
供
に
地
域
差
が
あ
り
、
改
善

を
お
願
い
し
た
が
現
在
の
取
組
と
土
日

祝
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
る
か
。　

教
育
部
長　

指
摘
い
た
だ
き
、
保
護
者

へ
の
連
絡
方
法
を
見
直
し
し
た
。
各
課

へ
の
横
断
的
な
連
絡
を
し
保
護
者
に
確

実
に
情
報
を
伝
え
る
た
め
共
通
情
報
を

メ
ー
ル
で
一
斉
送
信
す
る
。
土
日
祝
に

つ
い
て
は
鋭
意
検
討
す
る
。

岩 

本 　

 

孝　

議
員

人
口
減
少
が
進
行
し
て
い
る
中
で
の

今
後
の
五
條
市
の
在
り
方
に
つ
い
て

岩
本　
「
奈
良
県
・
市
町
村
サ
ミ
ッ
ト
」

で
「
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
市
町
村

の
あ
り
方
」
の
講
演
会
に
出
席
し
た
。

　

人
口
減
少
の
大
き
な
要
因
は
20
〜
39

歳
若
年
女
性
の
減
少
と
地
方
か
ら
大
都

市
圏
へ
の
若
者
の
流
出
の
２
点
と
い
う

こ
と
で
あ
る
が
、
日
本
創
生
会
議
の
人

口
減
少
問
題
検
討
委
員
会
の
試
算
で
は

「
20
〜
30
歳
の
女
性
」
の
将
来
推
計
人
口

で
の
２
０
４
０
年
の
人
口
減
少
率
は
、

県
内
12
市
で
２
番
目
に
高
い
マ
イ
ナ
ス

69
．
３
％
と
な
っ
て
お
り
消
滅
可
能
都

市
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
五
條
市
の
人

口
の
現
状
に
つ
い
て
答
弁
願
い
た
い
。

市
長
公
室
長　

合
併
時
の
平
成
17
年
９

月
末
の
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
く
人
口

は
３
８
，
６
０
１
人
。
本
年
７
月
末
で

は
３
３
，
３
６
３
人
。
約
５
，
２
０
０

人
の
人
口
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

岩
本　

若
い
世
代
の
人
口
流
出
を
防
ぐ

施
策
に
つ
い
て
は
。

市
長
公
室
長　

国
が
人
口
減
少
対
策
、

地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
本
部
」
の
設
置
を
決

定
、
県
も
「
奈
良
県
地
方
創
生
本
部
」

を
設
置
し
た
。
本
市
も
国
・
県
の
動
向

に
注
視
し
な
が
ら
同
様
の
組
織
を
設
置

し
、
全
庁
を
あ
げ
て
進
め
た
い
。

産
業
環
境
部
長　

若
者
の
定
住
お
よ
び

市
内
雇
用
の
支
援
と
し
て
「
五
條
市
就

職
応
援
フ
ェ
ア
」
の
開
催
。
市
外
か
ら

の
新
規
立
地
企
業
や
市
内
で
増
設
・
新

た
な
設
備
機
器
の
導
入
を
検
討
し
て
い

る
企
業
に
対
し
、
「
五
條
市
企
業
立
地

の
促
進
及
び
雇
用
の
拡
大
に
関
す
る
条

例
」
を
運
用
し
た
奨
励
金
制
度
の
周
知

・
活
用
を
促
す
こ
と
で
雇
用
促
進
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

（
五
條
市
企
業
立
地
の
促
進
及
び
雇
用

の
拡
大
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て
質
問
。

企
業
立
地
・
雇
用
促
進
奨
励
金
に
つ
い

て
答
弁
あ
り
）

岩
本　

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
答
弁
願
い
た
い
。

市
長
公
室
長　

地
域
に
集
い
暮
ら
す
人

々
と
行
政
が
一
体
と
な
り
、
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
行
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
と
考
え
る
。

岩
本　

住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま

ち
づ
く
り
に
対
す
る
市
長
の
思
い
を
お

聞
か
せ
願
い
た
い
。

市
長　

時
代
の
変
革
に
対
応
し
、
地
域

住
民
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
で
き
る

職
員
の
意
識
改
革
へ
の
取
組
な
ど
、
今

後
も
、
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
と
い
う

重
大
な
責
務
を
実
感
し
な
が
ら
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
。

吉 

田 

雅 

範　

議
員

五
條
市
新
し
尿
処
理
施
設
に
つ
い
て

吉
田　

６
月
議
会
で
も
質
問
し
た
が
、

今
日
ま
で
の
新
し
尿
処
理
施
設
建
設
工

事
の
進
捗
状
況
と
地
元
二
見
地
区
自
治

会
か
ら
の
要
望
書
の
取
扱
い
に
つ
い
て

お
聞
き
し
た
い
。

産
業
環
境
部
長　

処
理
棟
は
ほ
ぼ
完
成

し
、
内
装
工
事
を
施
工
中
で
、
８
月
末

現
在
で
は
全
体
事
業
の
約
80
％
が
完
了

し
て
い
る
。
ま
た
、
設
備
内
容
は
、
７

月
中
旬
か
ら
地
下
一
階
及
び
地
上
階
の

水
槽
や
ポ
ン
プ
な
ど
の
機
器
類
の
搬
入

及
び
据
え
付
け
を
し
て
お
り
、
年
内
に

全
て
の
建
築
工
事
と
機
械
設
置
工
事
を

完
了
さ
せ
、
来
年
１
月
か
ら
試
運
転
を

開
始
し
、
３
月
末
の
し
ゅ
ん
工
を
目
指

し
て
い
る
。
二
見
地
区
自
治
会
か
ら
の

要
望
に
つ
い
て
は
、
御
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

関
係
各
課
と
数
回
の
検
討
協
議
を
行
い
、

６
月
に
は
、
二
見
地
区
環
境
保
全
専
門

委
員
に
対
し
、
各
ゾ
ー
ン
に
お
け
る
市

民
農
園
・
公
園
整
備
・
道
路
整
備
・
集

会
場
整
備
・
防
災
施
設
整
備
な
ど
を
説

明
し
、
８
月
に
は
、
市
と
専
門
委
員
に

よ
る
建
設
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
詳
細
に
つ

い
て
協
議
し
て
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

吉
田　

二
見
地
区
自
治
会
の
要
望
に
つ

い
て
は
内
容
を
十
分
精
査
し
て
要
望
に

応
え
る
べ
く
努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
仮
称
）
五
條
総
合
体
育
館
に
つ
い
て

吉
田　

３
月
か
ら
４
回
の
入
札
審
査
会

を
開
催
し
て
設
計
変
更
等
の
検
討
を
行

っ
て
い
る
が
、
入
札
が
不
落
と
な
っ
た

原
因
等
の
検
証
は
し
て
い
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ま
で

の
工
期
が
短
か
っ
た
こ
と
、
木
造
鉄
骨

の
混
構
造
の
特
殊
工
法
で
あ
っ
た
こ
と
、

労
務
単
価
の
高
騰
、
技
術
者
不
足
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
。

吉
田　

６
月
議
会
で
、
（
仮
称
）
五
條

総
合
体
育
館
周
辺
の
環
境
整
備
も
含
め

て
完
成
す
る
か
尋
ね
た
ら
、
間
に
合
う

よ
う
努
力
す
る
と
の
答
弁
に
手
腕
を
期

待
し
て
い
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
会

場
辞
退
に
至
り
、
市
民
な
ど
に
そ
の
謝

罪
は
な
か
っ
た
。

市
長　

今
回
の
一
連
の
状
況
の
中
で
、

皆
さ
ん
に
迷
惑
を
掛
け
た
こ
と
に
対
し

て
は
お
わ
び
を
申
し
上
げ
た
い
が
、
完

成
す
べ
く
努

力
し
て
い
る

過
程
の
中
で

進
ん
で
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

１　

結
婚
相
談
事
業
の
状
況
に
つ
い
て

２　

繰
越
明
許
費
の
問
題
点
に
つ
い
て

３　

市
政
の
報
告
に
つ
い
て

牧 

野 

雅 

一　

議
員

大
塔
地
域
の
復
興
に
つ
い
て

牧
野　

目
に
見
え
る
ハ
ー
ド
面
に
と
ど

ま
ら
ず
、
ソ
フ
ト
面
も
重
要
で
あ
る
。

そ
の
取
組
を
説
明
願
う
。

市
長
公
室
長　

住
民
が
孤
独
感
を
感
じ

な
い
よ
う
な
心
の
ケ
ア
を
講
じ
、
目
に

見
え
る
も
の
だ
け
で
な
く
気
持
ち
を
元

通
り
に
す
る
取
組
が
大
事
と
考
え
る
。

牧
野　

復
興
に
向
け
「
住
民
に
働
く
意

欲
が
生
ま
れ
、
元
気
に
な
る
よ
う
に
し

た
い
」
文
字
通
り
の
強
い
意
志
を
持
っ

て
、
取
り
組
む
こ
と
を
願
う
。

五
條
市
の
将
来
設
計
に
つ
い
て

（
県
・
国
の
公
共
施
設
の
設
置
）

牧
野　

南
和
病
院
の
オ
ー
プ
ン
に
伴
い
、

五
條
病
院
の
改
修
工
事
期
間
の
市
民
の

医
療
は
ど
う
な
る
の
か
。

市
長　

診
察
が
で
き
る
と
ハ
ッ
キ
リ
決

ま
っ
て
い
な
い
。

牧
野　

診
察
が
継
続
で
き
る
要
望
を
す

る
と
と
も
に
、
他
の
医
療
機
関
へ
の
市

民
の
交
通
手
段
は
市
が
責
任
を
も
っ
て

対
応
す
べ
き
で
あ
る
。　

観
光
事
業
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

牧
野　

観
光
を
産
業
と
位
置
付
け
、
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う
取

組
や
構
想
な
ど
あ
れ
ば
お
教
え
願
う
。

都
市
整
備
部
長　

拠
点
を
五
條
新
町
に

置
き
観
光
事
業
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
る
。

　

新
町
を
中
心
と
し
た
観
光
ル
ー
ト
の

整
備
が
必
要
と
考
え
、
新
町
１
丁
目
交

差
点
に
横
断
歩
道
・
信
号
の
設
置
に
向

け
、
ま
ち
な
み
保
存
会
・
天
誅
組
保
存

会
か
ら
も
協
力
い
た
だ
き
地
元
自
治
会

も
調
整
中
で
あ
り
協
力
を
経
て
設
置
に

向
け
強
く
要
望
し
て
ま
い
り
た
い
。

牧
野　

五
條
市
は
私
た
ち
が
子
供
の
頃

か
ら
「
緑
と
水
の
ま
ち
」
と
い
わ
れ
て

育
っ
た
。
そ
の
自
慢
の
吉
野
川
を
活
用

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
お
願
い
す
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

１　

賃
借
料
の
算
出
方
法
に
つ
い
て

２　

今
後
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

①
平
成
28
年
度
以
降
の
財
政
状
況

３　

（
仮
称
）
五
條
総
合
体
育
館
建
設
事

　

業
に
つ
い
て

①
業
者
選
択
（
入
札
ほ
か
）
の
反
省

②
早
期
着
工
の
決
議
に
対
す
る
考
え
と
見

　

直
し

３　

政
治
倫
理
条
例
に
対
す
る
意
識
に
つ

　

い
て

４　

防
災
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

①
五
條
中
央
地
区
の
消
防
団
再
編

②
避
難
勧
告
発
令
地
域
に
対
す
る
取
組　

　

（
自
主
避
難
か
ら
避
難
補
助
に
）

（
そ
の
他
の
通
告
（
時
間
制
限
の
た
め
、

未
質
問
）
）

１　

岡
中
継
施
設
築
造
工
事
の
入
札
結
果

　

に
つ
い
て

5 一般質問 ４一般質問



大 
谷 

龍 

雄　

議
員

フ
ル
デ
マ
ン
ド
方
式
の
タ
ク
シ
ー
運

行
と
当
日
予
約
制
の
改
善
に
つ
い
て

大
谷　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
家
の

近
く
か
ら
の
送
迎
と
当
日
予
約
制
に
し

て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
多
数
に
な
っ
て

い
る
状
況
に
対
し
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平成２６年第３回９月定例会及び第２回臨時会の表決結果と議決結果
○＝賛成　　　　●＝反対　　　　長 ＝議長　

議 案 名

議
決
結
果

養
田

康

平
岡

清
司

牧
野

雅
一

窪

佳
秀

岩
本

孝

福
塚

実

山
口

耕
司

吉
田

雅
範

益
田

吉
博

大
谷

龍
雄

平成２５年度五條市一般会計等各会計歳入歳出決算認
定について

認 定

 

自衛隊駐屯地誘致特別委員会の設置及び付託について

みどり園の刈草等たい肥化事業に関する事項を検査す
るため、地方自治法第９８条第１項の権限を厚生建設
常任委員会に委任することについて

五條市手数料徴収条例の一部改正について

五條市ひとり親家庭等医療費助成条例の一部改正につ
いて

五條市衛生センター条例等の一部改正について

五條市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正
について

五條市営住宅条例の一部改正について

路線バス専用道五條西吉野線設置条例の廃止について

五條市過疎地域自立促進計画の一部変更について

平成２６年度五條市一般会計補正予算（第２号）議定
について

平成２６年度五條市介護保険特別会計補正予算（第２
号）議定について

【専決処分の報告】
市営住宅の明渡しに応じない者及び使用料滞納者に係る調停２件、訴えの提起１件について報告
【第２回臨時会】
会期延長の件

全

宗
部

康
寛

吉
田

正

(以下は、全議員賛成のもと原案のとおり可決した議案）

議 案 名 議　案　の　概　要

「危険ドラッグ（脱法ハーブ）」の根絶に向けた総合
的な対策の強化を求める意見書について

平成２７年度に上野公園市民プールの開園を求める決
議について

【第２回臨時会】（仮称）五條総合体育館建設事業の
見直し及び早期着工を求める決議について

【第２回臨時会】平成２６年度五條市一般会計補正予
算（第３号）議定について（債務負担行為の補正）

可決

可決

可決

可決

否 決

可決

鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律の改正に伴う
文言整理
（改正法律施行の日又は条例の公布の日から施行）

母子及び寡婦福祉法が母子及び父子並びに寡婦福祉法に
改称され、配偶者のない男子の定義が追加されたことに
伴う条文の整理
（平成２６年１０月１日から施行）

新し尿処理施設の稼働に伴い施設名称を五條市クリーン
・オアシスに変更するとともに関連する条例の一部改正
（平成２７年４月１日から施行）

みどり園大塔分所に係る部分を削除
（公布の日から施行）

中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自
立の支援に関する法律の改正に伴う所要の整理
（平成２６年１０月１日から施行）

路線バス専用道五條西吉野線を廃止
（平成２６年１０月１日から施行）

事業内容の追加により、計画の一部を変更

補正予算額　２億３，０２７万７千円
（電子計算費、鳥獣対策費、老人福祉費等の追加）

補正予算額　６１１万６千円
（国庫等償還金）

第２回臨時会の会期を１０月２２日まで延長

平成２７年度に上野公園市民プールの開園を求める決議
　市民の安全・安心の確保、まちの活性化のための環境整備、魅力あるま
ちづくり等々、今後市として取り組むべき事案が山積しており、その中で
も「市民の幸せ」が最優先されるべきであると考えます。
　今年も暑い暑い夏が過ぎ、今や涼しげな風に季節の移ろいを感じます。
そしてこのまちで育まれる子供たちの心の中にも少し物足りない夏の想い
の風が吹いているのではないかと思われます。
　さて、本年の夏は子供たちの安全確保ができないと判断され、上野公園
市民プールの開園が見送られました。子供たちの成長を見守る市民にとっ
て非常に残念な夏となりました。
　先般の一般質問にあったように、私たちは市長の宣言と同じく「子育て
環境を充実し、魅力あるまちづくり」に取り組む責務があります。また、
五條市の水泳文化の歴史を伝承していくことも忘れてはなりません。
　そのためにも、現在の上野公園市民プールの今ある課題の克服をいち早
く進め、来期こそは子供たちの元気で賑やかな声が聞こえる市民のための
プールとなるよう、強く開園を求めるものであります。
　以上、決議する。
　　平成２６年９月２２日　　　　　　　　　　　　 五　條　市　議　会

「危険ドラッグ（脱法ハーブ）」の根絶に
　　　　　　  向けた総合的な対策の強化を求める意見書
　昨今、「合法ハーブ」等と称して販売される薬物（いわゆる「危険ドラ
ッグ」＝脱法ハーブ、脱法ドラッグ）を吸引し、呼吸困難を起こしたり、
死亡したりする事件が全国で相次いで発生しています。特に、その使用に
よって幻覚や興奮作用を引き起こしたことが原因とみられる重大な交通事
故の事案が度々報道されるなど、深刻な社会問題となっています。
　危険ドラッグは「合法」と称していても、規制薬物と似た成分が含まれ
ているなど、大麻や覚醒剤と同様に、人体への使用により危険が発生する
おそれがあり、好奇心などから安易に購入したり、使用したりすることへ
の危険性が強く指摘されています。
　厚生労働省は、省令を改正し昨年３月から「包括指定」と呼ばれる方法
を導入し、成分構造が似た物質を一括で指定薬物として規制しました。ま
た、本年４月には改正薬事法が施行され、指定薬物については覚醒剤や大
麻と同様、単純所持が禁止されました。
　しかし、指定薬物の認定には数箇月を要し、その間に規制を逃れるため
に化学構造の一部を変えた新種の薬物が出回ることにより、取り締まる側
と製造・販売する側で「いたちごっこ」となっています。また、危険ドラ
ッグの鑑定には簡易検査方法がないため捜査に時間がかかることも課題と
されています。
　そこで、政府におかれては、危険ドラッグの根絶に向けた総合的な対策
を強化することを強く求めます。

記
１　インターネットを含む国内外の販売・流通等に関する実態調査及び健 
　康被害との因果関係に関する調査研究の推進、人員確保を含めた取締態
　勢の充実を図ること。
２　簡易鑑定ができる技術の開発を始め、鑑定時間の短縮に向けた研究の
　推進、指定薬物の認定手続の簡素化を図ること。
３　薬物乱用や再使用防止のために、「危険ドラッグ」の危険性の周知及
　び学校等での薬物教育の強化、相談体制・治療体制の整備を図ること。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 
　　平成２６年 ９ 月２２日                    　　　　  　　　　五 條 市 議 会

　議長交際費は、議長が五條市議会を代表して、議会運営上、特に必要
と認める場合に予算の範囲内で支出する経費です。
　支出にあたっては、社会通念上妥当と認められる範囲で、必要最小限
になるよう努めています。
　平成２６年度の上半期（４月～９月）の支出状況は、次のとおりです。
☆その他経費　　　　 　３件　   １３，１７０円
☆折衝接遇経費　　　　 ２件　   １０，０００円
☆儀礼的経費　　　　 　７件   　８７，８００円
☆賛助的経費 　　　　　５件　   ４４，９５５円
    合　　　計  　   　   １７件   １５５，９２５円

議長交際費をお知らせします議長交際費をお知らせします

（五條市役所本庁舎）
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議について

【第２回臨時会】（仮称）五條総合体育館建設事業の
見直し及び早期着工を求める決議について

【第２回臨時会】平成２６年度五條市一般会計補正予
算（第３号）議定について（債務負担行為の補正）

可決

可決

可決

可決

否 決

可決

鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律の改正に伴う
文言整理
（改正法律施行の日又は条例の公布の日から施行）

母子及び寡婦福祉法が母子及び父子並びに寡婦福祉法に
改称され、配偶者のない男子の定義が追加されたことに
伴う条文の整理
（平成２６年１０月１日から施行）

新し尿処理施設の稼働に伴い施設名称を五條市クリーン
・オアシスに変更するとともに関連する条例の一部改正
（平成２７年４月１日から施行）

みどり園大塔分所に係る部分を削除
（公布の日から施行）

中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自
立の支援に関する法律の改正に伴う所要の整理
（平成２６年１０月１日から施行）

路線バス専用道五條西吉野線を廃止
（平成２６年１０月１日から施行）

事業内容の追加により、計画の一部を変更

補正予算額　２億３，０２７万７千円
（電子計算費、鳥獣対策費、老人福祉費等の追加）

補正予算額　６１１万６千円
（国庫等償還金）

第２回臨時会の会期を１０月２２日まで延長

平成２７年度に上野公園市民プールの開園を求める決議
　市民の安全・安心の確保、まちの活性化のための環境整備、魅力あるま
ちづくり等々、今後市として取り組むべき事案が山積しており、その中で
も「市民の幸せ」が最優先されるべきであると考えます。
　今年も暑い暑い夏が過ぎ、今や涼しげな風に季節の移ろいを感じます。
そしてこのまちで育まれる子供たちの心の中にも少し物足りない夏の想い
の風が吹いているのではないかと思われます。
　さて、本年の夏は子供たちの安全確保ができないと判断され、上野公園
市民プールの開園が見送られました。子供たちの成長を見守る市民にとっ
て非常に残念な夏となりました。
　先般の一般質問にあったように、私たちは市長の宣言と同じく「子育て
環境を充実し、魅力あるまちづくり」に取り組む責務があります。また、
五條市の水泳文化の歴史を伝承していくことも忘れてはなりません。
　そのためにも、現在の上野公園市民プールの今ある課題の克服をいち早
く進め、来期こそは子供たちの元気で賑やかな声が聞こえる市民のための
プールとなるよう、強く開園を求めるものであります。
　以上、決議する。
　　平成２６年９月２２日　　　　　　　　　　　　 五　條　市　議　会

「危険ドラッグ（脱法ハーブ）」の根絶に
　　　　　　  向けた総合的な対策の強化を求める意見書
　昨今、「合法ハーブ」等と称して販売される薬物（いわゆる「危険ドラ
ッグ」＝脱法ハーブ、脱法ドラッグ）を吸引し、呼吸困難を起こしたり、
死亡したりする事件が全国で相次いで発生しています。特に、その使用に
よって幻覚や興奮作用を引き起こしたことが原因とみられる重大な交通事
故の事案が度々報道されるなど、深刻な社会問題となっています。
　危険ドラッグは「合法」と称していても、規制薬物と似た成分が含まれ
ているなど、大麻や覚醒剤と同様に、人体への使用により危険が発生する
おそれがあり、好奇心などから安易に購入したり、使用したりすることへ
の危険性が強く指摘されています。
　厚生労働省は、省令を改正し昨年３月から「包括指定」と呼ばれる方法
を導入し、成分構造が似た物質を一括で指定薬物として規制しました。ま
た、本年４月には改正薬事法が施行され、指定薬物については覚醒剤や大
麻と同様、単純所持が禁止されました。
　しかし、指定薬物の認定には数箇月を要し、その間に規制を逃れるため
に化学構造の一部を変えた新種の薬物が出回ることにより、取り締まる側
と製造・販売する側で「いたちごっこ」となっています。また、危険ドラ
ッグの鑑定には簡易検査方法がないため捜査に時間がかかることも課題と
されています。
　そこで、政府におかれては、危険ドラッグの根絶に向けた総合的な対策
を強化することを強く求めます。

記
１　インターネットを含む国内外の販売・流通等に関する実態調査及び健 
　康被害との因果関係に関する調査研究の推進、人員確保を含めた取締態
　勢の充実を図ること。
２　簡易鑑定ができる技術の開発を始め、鑑定時間の短縮に向けた研究の
　推進、指定薬物の認定手続の簡素化を図ること。
３　薬物乱用や再使用防止のために、「危険ドラッグ」の危険性の周知及
　び学校等での薬物教育の強化、相談体制・治療体制の整備を図ること。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 
　　平成２６年 ９ 月２２日                    　　　　  　　　　五 條 市 議 会

　議長交際費は、議長が五條市議会を代表して、議会運営上、特に必要
と認める場合に予算の範囲内で支出する経費です。
　支出にあたっては、社会通念上妥当と認められる範囲で、必要最小限
になるよう努めています。
　平成２６年度の上半期（４月～９月）の支出状況は、次のとおりです。
☆その他経費　　　　 　３件　   １３，１７０円
☆折衝接遇経費　　　　 ２件　   １０，０００円
☆儀礼的経費　　　　 　７件   　８７，８００円
☆賛助的経費 　　　　　５件　   ４４，９５５円
    合　　　計  　   　   １７件   １５５，９２５円

議長交際費をお知らせします議長交際費をお知らせします

（五條市役所本庁舎）

7 表決結果と議決結果 6一般質問・意見書ほか

長

長

長

長

長

長

長
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五
條
市
議
会
第
３
回
９
月
定
例
会
及
び

 　
　
　
　

   　

第
２
回
臨
時
会
の
概
要

　

平
成
26
年
第
３
回
９
月
定
例
会
は
、
９
月
１
日
に
開

会
し
、
初
日
に
は
、
会
期
を
24
日
ま
で
の
24
日
間
と
決

定
し
、
市
長
か
ら
６
月
か
ら
９
月
ま
で
の
市
政
の
報
告

と
本
定
例
会
に
提
出
す
る
議
案
の
説
明
並
び
に
教
育
委

員
会
委
員
長
か
ら
点
検
評
価
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、
五
條
市
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部

改
正
を
始
め
、
路
線
バ
ス
専
用
道
五
條
西
吉
野
線
設
置

条
例
の
廃
止
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
及
び
介
護
保
険

特
別
会
計
の
補
正
予
算
、
平
成
25
年
度
各
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
な
ど
の
重
要
案
件
が
市
長
か
ら
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
か
ら
は
、「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
（
脱
法
ハ
ー

ブ
）」
の
根
絶
に
向
け
た
総
合
的
な
対
策
の
強
化
を
求

め
る
意
見
書
、
平
成
27
年
度
に
上
野
公
園
市
民
プ
ー
ル

の
開
園
を
求
め
る
決
議
な
ど
を
提
案
し
て
慎
重
な
審
議

を
行
う
と
と
も
に
、
５
日
と
８
日
に
は
９
人
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
、
９
月
22
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

第
２
回
臨
時
会
は
、
10
月
９
日
に
開
会
し
て
提
出
議

案
の
説
明
を
受
け
、
議
案
審
議
を
経
て
議
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

　

編　

集　

後　

記

　

朝
夕
め
っ
き
り
冷
え
込

む
季
節
と
な
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
皆
様
に
は
お
変

わ
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し

ょ
う
か
。

　

今
回
、
９
月
定
例
会
の

概
要
を
市
民
の
皆
様
に
少

し
で
も
早
く
ご
愛
読
し
て

い
た
だ
き
た
く
、
「
市
議

会
だ
よ
り
Ｇ
Ｏ
Ｊ
Ｏ
」
を

一
か
月
早
く
発
行
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

「
市
議
会
だ
よ
り
」
は

市
民
の
皆
様
と
議
会
と
を

つ
な
ぐ
か
け
橋
で
す
。
議

会
に
関
心
を
お
寄
せ
い
た

だ
く
こ
と
で
、
よ
り
身
近

に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
こ
れ
か
ら
も
、
分

か
り
や
す
く
親
し
み
や
す

い
広
報
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

意
見
、
ご
感
想
等
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
寒
さ
が
増

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
の
今
後
ま
す
ま
す

の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

 

委
員
長　
　

  

吉
田　
　

正

 

副
委
員
長　

  

山
口　

耕
司

 

委
員　
　
　

  

吉
田　

雅
範

  

〃　
　
　
　

 

窪　
　

佳
秀

  

〃　
　
　
　

 

牧
野　

雅
一

  

〃（
議　
長
）
益
田　

吉
博         

  

〃（
副
議
長
） 

平
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清
司
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一
般
質
問　
　

  　
　

  　

   

２
〜
６
ペ
ー
ジ

意
見
書
・
決
議
ほ
か　
　
　
　

   

６
ペ
ー
ジ

表
決
結
果
と
議
決
結
果       　
　

７
ペ
ー
ジ

組
合
議
会
の
報
告
ほ
か　
　
　

   

８
ペ
ー
ジ

　

平
成
26
年
７
月
８
日
、
御
所
市
役
所

に
お
い
て
、
や
ま
と
広
域
環
境
衛
生
事

務
組
合
議
会
７
月
臨
時
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
ま
ず
、
管
理
者
か
ら
議

会
招
集
の
挨
拶
が
あ
り
、
仮
議
席
の
指

定
に
続
い
て
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
選
挙
は
指
名
推
選
に
よ
り
御
所

市
の
米
田
議
員
が
当
選
さ
れ
、
続
い
て
、

議
席
の
指
定
、
会
議
録
署
名
議
員
の
指

名
の
後
、
本
臨
時
会
の
会
期
を
一
日
と

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
、
ま
ず
、
平
成
25
年

度
一
般
会
計
予
算
繰
越
明
許
費
繰
越
計

算
書
の
報
告
が
行
わ
れ
、
続
い
て
、
御

所
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
解
体
工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
は
、
五
條
市

の
（
株
）
田
原
建
設
・
（
株
）
キ
タ
ム

ラ
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
が
税
込

み
２
億
７
，
６
１
５
万
６
千
円
で
落
札

し
た
も
の
で
、
次
に
、
新
ご
み
処
理
施

設
建
設
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
は
、
福
岡
市
の
（
株
）
川
崎
技
研
が

税
込
み
91
億
６
，
７
０
４
万
円
で
落
札

し
た
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
案
に
つ

い
て
議
員
か
ら
質
疑
が
あ
り
、
採
決
の

結
果
、
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
、
本
臨
時
会
は
閉
会
し

ま
し
た
。

や
ま
と
広
域
環
境
衛
生
事
務

組
合
議
会
の
報
告
（
概
要
）

　

平
成
26
年
８
月
５
日
、
大
淀
町
役
場

に
お
い
て
、
南
和
広
域
医
療
組
合
議
会

第
１
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
ま
ず
、
副
管
理
者
か
ら

議
会
招
集
の
挨
拶
が
あ
り
、
５
月
１
日

の
東
吉
野
村
議
会
で
組
合
議
員
に
再
選

さ
れ
た
清
須
議
員
の
議
席
の
指
定
と
会

議
録
署
名
議
員
の
指
名
に
続
き
、
本
臨

時
会
の
会
期
を
一
日
と
す
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
監
査
委
員
か
ら
、
平
成
26
年

度
監
査
計
画
及
び
現
金
出
納
検
査
結
果

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
、
平
成
25
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
の
専
決
処
分
の
報
告
及

び
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

組
合
運
営
費
及
び
施
設
整
備
事
業
費
の

合
計
３
，
４
６
１
万
２
千
円
を
減
額
す

る
も
の
で
、
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案

の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
病
院
建
設
運
営
委
員
会
の

閉
会
中
の

継
続
審
議

に
つ
い
て

の
申
出
が

可
決
さ
れ
、

本
臨
時
会

は
閉
会
し

ま
し
た
。

南
和
広
域
医
療
組
合

　
　

議
会
の
報
告
（
概
要
）

　

平
成
26
年
７
月
24
日
、
か
し
は
ら
万

葉
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
奈
良
県
広
域
消

防
組
合
議
会
第
１
回
臨
時
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
は
、
奈
良
県

下
の
10
市
15
町
12
村
が
消
防
に
関
す
る

事
務
を
共
同
処
理
す
る
た
め
、
本
年
４

月
１
日
に
設
立
さ
れ
た
一
部
事
務
組
合

で
、
本
臨
時
会
は
、
組
合
設
立
後
に
初

め
て
開
会
さ
れ
た
議
会
で
あ
り
、
選
出

さ
れ
た
25
人
の
議
員
と
管
理
者
・
副
管

理
者
等
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
ま
ず
、
管
理
者
か
ら
議

会
招
集
の
挨
拶
と
、
臨
時
議
長
に
よ
る

仮
議
席
の
指
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続

い
て
議
長
・
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、

議
長
に
は
天
理
市
の
大
橋
議
員
が
、
副

議
長
に
は
桜
井
市
の
松
井
議
員
が
当
選

さ
れ
た
後
、
議
席
の
指
定
、
本
臨
時
会

の
会
期
を
一
日
と
す
る
こ
と
及
び
会
議

録
署
名
議
員
の
指
名
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
、
議
員
提
出
４
議
案

及
び
管
理
者
提
出
71
議
案
が
全
員
一
致

を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
並
び
に

承
認
さ
れ
、
続
い
て
、
監
査
委
員
に
税

理
士
の
梅
﨑
氏
と
五
條
市
の
牧
野
雅
一

議
員
が
選
任
同
意
、
ま
た
管
理
者
提
出

の
12
議
案
が
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
、
本
臨
時
会
は
閉

会
し
ま
し
た
。

奈
良
県
広
域
消
防
組
合

　
　

議
会
の
報
告
（
概
要
）
　

10
月
９
日
に
第
２
回
臨
時
会
が
招
集

さ
れ
、
会
期
を
16
日
ま
で
の
８
日
間
と

す
る
こ
と
を
決
定
し
た
後
、
市
長
か
ら

提
出
の
「
平
成
26
年
度
五
條
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
議
定
」
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
議
案

は
、
（
仮
称
）
五
條
総
合
体
育
館
建
設

事
業
の
債
務
負
担
行
為
を
追
加
す
る
も

の
で
、
議
員
か
ら
、
市
の
財
源
や
工
事

内
容
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
、
所

管
の
総
務
文
教
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
議
員
か
ら
「
（

仮
称
）
五
條
総
合
体
育
館
建
設
事
業
の

見
直
し
及
び
早
期
着
工
を
求
め
る
決
議

案
」
が
提
出
さ
れ
、
討
論
の
後
採
決
を

行
っ
た
結
果
、
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

付
託
さ
れ
た
総
務
文
教
常
任
委
員
会

で
は
、
予
定
の
１
日
間
で
は
審
査
が
終

了
せ
ず
、
16
日
の
本
会
議
で
会
期
を
22

日
ま
で
延
長
す
る
こ
と
を
議
決
し
、
更

に
日
程
を
追
加
し
て
慎
重
審
査
を
実
施

し
た
後
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で

否
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

会
期
最
終
日
の
22
日
に
付
託
事
件
の

採
決
を
行
っ
た
結
果
、
「
平
成
26
年
度

五
條
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号

）
議
定
」
に
つ
い
て
は
、
賛
成
多
数
で

原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
本
臨
時
会
は

閉
会
し
ま
し
た
。

第
２
回
臨
時
会
の
概
要

（病院建設現場※平成 26年 10月撮影）

８定例会の概要1


